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当事業は、地域医療構想の実現のため、療養病床又は一般病床を有する医療機関が、病床数の適正化に必
要な病床数（回復期を除く）の削減を行う場合、地域医療構想調整会議の議論の内容等を踏まえ削減病床に応
じた給付金を支給する事業です。令和３年５月に「地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する
法律」の一部が改正され、地域医療介護総合確保基金の対象事業として新たに位置づけられました。

当事業は以下の給付金に区分されます。

① 単独支援給付金

医療機関が地域の関係者間の合意の上、地域医療構想に即した病床機能の再編を実施する場合、減少する病床数に応じて支給する給付金

② 統合支援給付金
複数の医療機関が地域の関係者間の合意の上、地域医療構想に即した病床機能再編を実施し統合する場合、統合に参加する医療機関に支給

する給付金

③ 債務整理支援給付金

②によって廃止とする医療機関の未返済の債務を、統合後に存続する医療機関が新たに融資を受けて返済する際の利子等に係る給付金

このうち、○○圏域では「単独支援給付金」について▲病院から事業要望があったため、事業内容が地域にお
ける病床機能の分化及び連携の推進に資するものであるかについて御意見を伺います。

【問合せ先】 医療整備課医療指導班 電話：043-223-3884  Mail：iryou-b@mz.pref.chiba.lg.jp 
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病床機能再編支援金の申請について（君津圏域） 

 

１．医療機関名 

  医療法人社団明敬会重城病院 

 

２．病床削減時期 

  令和3年12月末日頃 

 

３．病床機能                            （単位：床） 

 算定シート１－①  算定シート１－② 算定シート５ 算定シート２ 

 平成30年度 

病床機能報告 

令和元年度 

病床機能報告 

病床削減前 

稼働病床数 
病床削減数 

病床削減後 

許可病床数 

高度急性期 0 0 0 0 0 

急性期 21 21 21 －15 36 

回復期 0 0 0 0 0 

慢性期 21 21 21 21 0 

休棟等 0 0 0 0 0 

合計 42 42 42 6 36 

 

４．病床削減理由 

当院の位置する君津医療圏は2025年には総人口は減少に向け、75歳人口は44％増加が見込まれています。

区域内の入院患者数も30％の増加が見込まれ、隣接区域との患者の流出入や東京・神奈川からの流入がみら

れる区域です。必要病床は急性期が過剰、特に慢性期は大幅な過剰が見込まれており、当院においては慢性期

病床を21床減少させ、現在の許可病床数42床を急性期36床に削減いたします。また君津医療圏域内からの

ご紹介患者も増えており、紹介患者に対する医療提供、医療機器の共同利用等を通じて更なる連携強化を図り

ながら最新の専門的治療を継続いたします。 

 

５．交付申請予定額 

12,312千円 

（平成30年度対象３区分（高度急性期・急性期・慢性期）の病床稼働率81.6％、削減する医療機能の病床稼

働率82.9％、対象３区分の一日平均実働病床数34床） 



病床機能再編支援金の申請について（君津圏域） 

１．医療機関名 

  医療法人社団吉祥会加藤病院 

 

２．病床削減時期 

  令和４年２月１日頃 

 

３．病床機能                            （単位：床） 

 算定シート１－①  算定シート１－② 算定シート５ 算定シート２ 

 平成30年度 

病床機能報告 

令和元年度 

病床機能報告 

病床削減前 

稼働病床数 
病床削減数 

病床削減後 

許可病床数 

高度急性期 0 0 0 0 0 

急性期 36 36 36 6 30 

回復期 0 0 0 0 0 

慢性期 0 0 0 0 0 

休棟等 0 0 0 0 0 

合計 36 36 36 6 30 

 

４．病床削減理由 

 君津圏域における合計特殊出生率の推移をみると、平成5年から9年が1.51だったも

のが、平成15年から19年には1.35にまで落ち込んでいて、長期低落傾向が看取しう

る。なお直近の平成25年から29年は、1.48に持ち直している。 

また平成30年から令和5年の千葉県保健医療計画によれば、若年女性の人口減少が見

込まれるため、女性生殖器疾患、産褥期疾患、異常妊娠・分娩が減少する見込みとなり、

将来的に君津圏域においても産科・婦人科の急性期病床の需要が下がると考えられ、その

実情を踏まえたうえで、病床を削減することにした。 

 

５．交付申請予定額 

8,208千円 

（平成30年度対象３区分（高度急性期・急性期・慢性期）の病床稼働率51.6％、削減する医療機能の病床稼

働率51.6％、対象３区分の一日平均実働病床数18床） 


